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2023 年 3 月期 剰余金の配当（中間配当）及び配当予想（期末配当）の修正に関するお知らせ 

当社は、2022 年 11 月４日開催の取締役会において、2022 年９月 30 日を基準日とする剰余金の配当
（中間配当）を実施することについて決議いたしました。また、2022 年８月３日に公表した、2023 年３
月期期末配当の予想について修正することとしましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

記 

１． 剰余金の配当（中間配当）について 

決定額 
直近の配当予想 

(2022 年８月 3 日公表) 
前期実績 

基準日 2022 年９月 30 日 同左 2021 年９月 30 日 
1 株当たり配当金 1,050 円 00 銭 1,000 円 00 銭 200 円 00 銭 
配当金総額 178,022 百万円 ― 33,910 百万円 
効力発生日 2022 年 12 月１日 ― 2021 年 12 月１日 
配当原資 利益剰余金 ― 利益剰余金 

２． 配当予想（期末配当）の修正について 
年間配当金（円） 

第２四半期末 期 末 合 計 
前回予想（2022 年８月３日発表） 
（株式分割前換算） 

145 円 00 銭 
（435 円 00 銭） 

－ 
（1,435 円 00 銭） 

今回修正予想 
（株式分割前換算） 

160 円 00 銭 
（480 円 00 銭） 

― 
（1,530 円 00 銭） 

当期実績 1,050 円 00 銭 

前期実績 
（2022 年３月期） 

200 円 00 銭 1,250 円 00 銭 1,450 円 00 銭 

（注） 
・2022 年９月 30 日を基準日とする 2023 年３月期中間配当は分割前の株式数を基準とします。
・2023 年３月 31 日を基準日とする 2023 年３月期期末配当は株式分割後の株式数を基準とします。 
・合計の１株当たり配当金予想については、株式分割の実施により単純比較ができないため表示し

ておりませんが、株式分割前基準での１株当たり年間配当金予想は 1,530 円となる見通しです。



３． 配当予想修正の理由 
 当社は株主の皆様への安定的な利益還元を経営上の最重要課題の一つとして位置付け、連結配当性 
向 25％を目安とし、業績の見通し等を総合的に勘案し利益配分を決定しています。 
 この基本方針の下、当事業年度（2023 年３月期）の中間配当金は、本日発表した 2023 年３月期第２ 
四半期（累計）実績を踏まえ、前回予想から１株当たり 50 円引き上げて 1,050 円といたしました。 
 また期末配当金については、１株当たり 145 円と予想していましたが、本日発表した通期連結業績 
予想を踏まえ、１株当たり 15 円引き上げて 160 円とする予定です。なお、年間配当金については、2022 
年９月 30 日を基準日、及び 2022 年 10 月１日を効力発生日として普通株式１株につき３株の割合で株 
式分割を実施したため単純合算が出来ませんが、株式分割前基準では１株当たり 1,530 円となる見通し 
です。 
 

以 上 


